
船舶事故調査報告書 

令和４年４月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 令和３年７月３１日 １１時００分ごろ 

発生場所 広島県広島市似
にの

島南方沖 

 三
み

高
たか

港三吉西防波堤灯台から真方位０１１°２.２海里付近 

 （概位 北緯３４°１７.８′ 東経１３２°２４. ９′） 

事故の概要  漁船第三胡子
え び す

丸は、かき
．．

筏をえい
．．

航しながら東北東進中、また、プ

レジャーボートBLUE
ブ ル ー

 ROSE
ロ ー ズ

は、南南東進中、BLUE ROSE が第三胡子丸の

かき
．．

筏の連結ワイヤロープに船外機の下部が当たって急停止し、同乗

者１人が転倒して負傷した。 

事故調査の経過 令和３年８月１０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 第三胡子丸、４.１トン 

   ＨＳ３－４２８４８（漁船登録番号）、個人所有 

   第２９０－５８０３１号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート BLUE ROSE、５トン未満（長さ６.３７ｍ） 

   ２９０－５１６０３広島、アイエス株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

同乗者Ｂ 

 負傷者 軽傷 １人（同乗者Ｂ） 

 損傷 Ａ かき
．．

筏の連結用幹線ワイヤロープの損傷 

Ｂ 船外機下部のスケグ板の破損 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、形象物を掲げた７台のかき
．．

筏

（以下「本件かき
．．

筏」という。）の１台目のかき
．．

筏前面を‘約１８０

ｍの鋼製の幹線ワイヤロープ’ （以下「本件えい
．．

航索」という。）で

連結して引き船列を構成し、約０.５ノットの速力（対地速力、以下

同じ。）で手動操舵により東北東進中、Ｂ船が西南西方に伸びた本件

えい
．．

航索上に乗り揚げ、船外機の下部が当たって急停止した。 

 本件かき
．．

筏１台の長さは約２１ｍ、海面上からの高さ約０.８ｍで

あった。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか同乗者３人で乗り組み、手動操舵により似島南

西方沖を主機回転数毎分３,０００で南南東進中、船長Ｂが、左舷船

首方にＡ船及び右舷船首方にかき
．．

筏を見ながら航行した。 

Ｂ船は、船長Ｂが船首方に障害物等が見当たらないので、Ａ船とか
．



き
．
筏の間を航過できると思い、同じ針路及び速力で航行を続け、本件

えい
．．

航索上を乗り越えた後、船外機の下部が当たって急停止し、船尾

甲板に居た同乗者Ｂが転倒して負傷した。 

船長Ｂは、携帯電話で知人に救助を依頼して知人が１１９番に通報

し、船長Ｂが自力で航行できることを確認後、広島県広島港第３区の

定係地に到着した。 

同乗者Ｂは、救急車で病院に搬送され、頭部外傷と診断された。 

 船長Ｂは、本事故時、右舷船首方にかき
．．

筏を認めた際、Ａ船にえい
．．

航されているかき
．．

筏ではなく、定置したかき
．．

筏養殖施設であると思

い、船首方に障害物等が見当たらなかったので、主機回転数を下げず

に南南東進を続けた。 

船長Ｂは、かき
．．

筏養殖施設が多く設置されている本事故海域の操船

が初めてであった。 

 Ｂ船は、レーダーを備えていなかった。 

分析  Ａ船は、本件かき
．．

筏をえい
．．

航しながら東北東進中、Ｂ船は、南南東

進中、船長Ｂが、本件かき
．．

筏を定置したものと考え、Ａ船と本件かき
．．

筏の間を航過できると思い、同じ針路及び速力で航行を続けたことか

ら、Ｂ船が西南西方に伸びた本件えい
．．

航索上に乗り揚げ、船外機の下

部が当たって急停止し、同乗者Ｂが転倒して負傷したものと推定され

る。 

原因  本事故は、Ａ船が、本件かき
．．

筏をえい
．．

航しながら東北東進中、Ｂ船

が、似島南西方沖を南南東進中、船長Ｂが、本件かき
．．

筏を定置したも

のと考え、Ａ船と本件かき
．．

筏の間を航過できると思い、同じ針路及び

速力で航行を続けたため、Ｂ船が西南西方に伸びた本件えい
．．

航索上に

乗り揚げ、船外機の下部が当たって急停止し、同乗者Ｂが転倒したこ

とにより発生したものと推定される。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、形象物を掲げたかき
．．

筏をえい
．．

航中の船を視認した際、か
．

き
．
筏が１連で伸びているので、減速してかき

．．
筏に近づかないこ

と。 

 


